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若若者者のの仕仕事事とと人人文文系系学学部部・・学学科科ににおおけけるる学学習習経経験験  
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Yu Ninomiya (Gunma University, Academic Assembly) 
  
要要旨旨  
  本稿の目的は地方私立、公立大学の人文系学部・学科を卒業した若者が認識している、仕事に

対して役立っていると感じられる大学での学習経験について、聞き取り調査を通じて得られた事

例の結果を分析することによってその特徴を明らかにすることである。仕事に役立つと指摘され

るものは、まず「専門的な知識」、「専門的な知識に基づいた経験」、「汎用的な技能」に分類され

る知識や技能である。次に「フィールドワークの経験」、「グループワークの経験」、「実習の経験」、

「卒業論文・ゼミレポートの経験」、「ゼミナールの経験」に分類される経験である。具体的な経

験が挙げられる理由は、そこで「真正の評価」に資する課題に取り組んでいるからである。同時

に、在学中と卒業後のそれぞれで「経験学習」が進められていると考えられる。 
  
キキーーワワーードド  人人文文学学、、真真正正のの評評価価、、経経験験学学習習   ／／   HHuummaanniittiieess,,  AAuutthheennttiicc  AAsssseessssmmeenntt,,  
EExxppeerriimmeennttaall  LLeeaarrnniinngg  
 
11.. 研研究究のの目目的的  

 本稿の目的は地方私立大学、公立大学の人文系

学部・学科を卒業した若者が認識している、従事

する仕事に対して役立っていると感じられる大学

での学習経験について、聞き取り調査のデータを

通じてその特徴を明らかにすることである。 
これまで人文学を専門とする研究者から、その

研究や教育は有用性の論理には従わない「非テク

ネー型」（目的内在的、発明的、フォアキャスト）

であるため政府や産業界などからの「テクネー型」

（目的追求的、制作的、バックキャスト）の要求

へ応えるのには相応しくない（渡名喜、2018: 155-
70）、30 年、50 年程度の時間をかけて新たな価値

や目的を創造するものであって、数年間という短

い時間で所与の目的を実現しようとする理系とは

異なる（吉見、2020: 60-6；吉見、2020: 193-219）
と指摘されてきた。これらは文系、特に人文系大

学教育が仕事の役に立っていないという批判に対

する応答となるものである。さらに、同じく人文

学の研究者から大学生が就くことになる仕事は多

様であるし、仕事に必要とされる具体的な知識や

技術が特定されているわけでもないために、仕事

に即した教育課程を編成することは不可能である

とも主張されている（山口、2017: 216-21）。同様

のことは教育社会学者によっても言及されていて、

新規学卒者の採用活動の際に大学生が習得した知

識や技術を語らせる慣行はなく、一般的で抽象的

な能力を身につけることを求める雇用者と、具体

的なことを教育する大学との間には齟齬が生じざ

るをえないというのである（広田、2019: 81-7）。
しかしながら、これらの教育の業務も行う研究者

による見解は必ずしも大学生の学習経験を説明す

ることにはならない。教員という職業の特徴や学

校文化を研究の対象とした Waller（1932=1957: 
445-9）によれば、教員は学問の水準を維持するこ

とに没頭するために、試験として課すことのでき

ない知識を等閑視したり人びとの生活に関係する

経験に対して気を配らなかったりするという。同
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じ大学の中であっても教員文化と学生文化は異な

っていて、学術研究に高い価値を置く教員はそれ

ゆえに当時者の学習に対する意味付けへ関心を持

たない。研究者が主張する人文学固有の価値が存

在するのと同時に、大学生の人文学についての学

習経験はその価値とは異なる特徴を持っている可

能性を否定することはできない。 
また、日本学術会議によって作成された大学教

育の分野別質保証のための教育課程編成上の参照

基準において、その言語・文学分野版は「言語・

文学を学ぶことの意義は（略）人間の営みのあら

ゆる局面（社会生活・職業生活・市民生活・人生

そのもの）に関わる」（日本学術会議、2012: 7）、
哲学分野版は「哲学の学修は、学修者にとって職

業的意義・社会的意義ももつ。現代の職業生活も

社会生活も、異なる価値観・思考態度をもつ人々

との明晰で闊達な対話が不可欠だからである。こ

うして、哲学の学修によって身につけられた知識・

能力・態度は、人々が協同してよりよい職業的実

践を行い、最終的にはよい社会を実現する礎とも

なる」（日本学術会議、2016: 8）と指摘して、人文

学の学習は仕事に対しても関係していることを示

している。歴史学分野版は「調査方法と得られた

データについての批判的吟味、事実判断と価値判

断の区別論理的な思考と表現力、批判に対する冷

静な対応といった高度な市民的資質を育成する」

（日本学術会議、2014: 18）と主張していて、仕

事へ言及しているわけではないとはいえその指摘

は職業生活にも相当するものである。すなわち、

これらの人文系の教育は仕事に役立つことを必ず

しも目的にするわけではないのと同時に、しかし

ながら、職業生活を射程に入れているのである。

人文系教育に仕事との関わりがあるからといって、

そのことが人文学によって重視される人類普遍の

価値や人文的教養・想像力を損なうわけではない

といえる。 
 
22..  先先行行研研究究とと聞聞きき取取りり調調査査  

22..11..  先先行行研研究究のの整整理理  

大学教育や、大学教育と職業の関係について尋

ねる質問紙調査は国立大学や大都市所在の大学を

対象としたり、同じく大都市に勤務する社会人を

対象としたりすることが多かった。たとえば、東

京大学大学院教育学研究科大学経営・政策研究セ

ンター（2007）による大学生調査では対象となっ

た全国 127 大学のうち東北・北海道または四国・

九州に所在する大学は約 3 分の 1 の 43 大学にす

ぎず、濱中（2013）による社会人調査では首都圏

50 キロメートル圏内で働く人びとが対象であり、

加藤・喜始（2019）による大学生や卒業生などを

対象とする調査では地方私立大学を対象外として

いる。本田（2018）は社会人のインターネットモ

ニターを対象とした調査を行っているものの、地

域についての指定を行っていない。この場合、そ

もそも大学や働く場所が関東圏、中京圏、関西圏

に集中しているため、それら以外の地域の回答者

が射程に入り難い。すなわち、各種調査において

地方私立大学、公立大学は周縁化されてきたので

ある。他方で、地方に生きる若者の生活を対象と

した研究は社会学の分野で進められてきた。轡田

（2017）は質問紙調査と聞き取り調査を用いて地

方で暮らす若者の意識や実態を明らかにしている。

川端・安藤編（2018）は地方で暮らす若者を含む

人びとを「サイレント・マジョリティ」という観

点で捉えて、地域社会の多様性を浮き彫りにして

いる。これらの研究は従来の若者研究の対象が都

市部に偏っていたことを自省したものであるとも

考えられる。 
 また、二宮（2018）と二宮（2020）は仕事と大

学における学習との関わりをテーマとする聞き取

り調査のデータを分析している。しかし、この研

究での調査対象者もほとんどが関東や関西におけ

る選抜性の高い大学出身であったり、比較的その

関わりを見出しやすいと想定される法学と社会学

を対象にしていたりするという偏りがある。以上

の先行研究をふまえて、本稿では地方私立大学、

公立大学の人文系学部・学科の卒業生であり、企

業や官公庁などで働く若者を対象とした聞き取り

調査のデータを分析対象として、仕事と学習のつ

ながりについての主観的な認識を明らかにする。
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質問紙調査では把握することの難しい、どの特定

の講義・授業が、どの仕事の場面で役に立ってい

ると感じられるのかを検討する。 
 
22..22..  聞聞きき取取りり調調査査のの対対象象者者とと方方法法  

2020 年 2 月から同年 9 月まで聞き取り調査を

実施した。調査対象者は機縁法とスノーボール・

サンプリングによって選定された。まず、調査対

象者を地方大学の人文系学部・学科出身の若者と

するために、東北・北海道地方、中国・九州地方

の合計 7大学の当該学部・学科所属教員へ該当者

の紹介を依頼した。そして、調査に応じて頂いた

対象者から同じ大学の学部・学科の知人を紹介し

てもらうことにした。いずれの依頼の際にも本研

究では専門職を射程に入れていないため、教諭や

保育士としてお勤めの方を除くようにした。その

結果、合計 25 名から協力を得られることになっ

た。表1は調査対象者の概要を示したものである。

25 名の勤務先の内訳は、小売 5 名、公務 4 名、

IT、運輸各 3名、メディア、製造、不動産各 2 名、

建設、エネルギー、飲食、サービス各 1 名である。

小売、公務がそれぞれ約 2 割を占めている。『平成

30 年度 学校基本調査報告書―高等教育機関』「卒

業後の状況調査」（文部科学省大臣官房調査統計課

編、2018）によれば、2018 年 3 月「人文科学」卒

業生は 68,111 名でありそのうち卸売・小売への就

職者は 13,571 名（全体のうち約 20%）、公務への

就職者は 3,330 名（全体のうち約 5％）であった。

調査対象者のうち公務の占める割合は『学校基本

調査報告書』から計算される割合よりも高い数値

である 1。 
 調査は半構造化面接法によって実施した。出身

都道府県や現在の居住地などについての「基本的

なこと」、印象に残っていたり現在の仕事に関連し

ていたりする授業などについての「大学生の頃の

学習経験」、業種・職種の選択や苦労したことなど

についての「就職活動のこと」、現在の仕事内容や

今後のキャリアの見通しなどについての「現在の

仕事のこと」を必ず尋ねるべき項目として事前に

用意した 2。本稿で主に対象とするのは「大学生の

頃の学習経験」についての回答である。なお、大

学生時代の貴重な経験として語られることの多い

部活動・サークルやアルバイトについても伺って

いるものの、学習へ焦点を絞る調査の趣旨とは異

なるためにラポール形成のためという程度に留め

ている。一問一答形式ではなく、調査者は対象者

の回答に対して副次的な質問を重ねることによっ

て、さらなる回答を引き出すようにした。回答が

調査者の想定から外れる内容の場合であったり、

調査者が尋ねていない内容が話されたりする場合

でも、その語りを遮ったり止めたりはしていない。

そのため、調査中の会話は行きつ戻りつするもの

の、最終的にはあらかじめ用意した質問について

は回答が得られるようにしている。 

 
調査に費やす時間は 1 人につき約 60～90 分程

度である。対象者の勤務先や住まいに近い地域の

カフェなどで行う場合と、インターネット会議サ

ービスを利用する場合があった。対象者の許諾を

得たうえで録音をして、後日テープ起こしを実施

して文字テキストデータにした。以下に示すすべ

ての語りは対象者へ文字テキストデータを提示す

ることによって、誤りがないことの確認を行った

うえで論文として公開することの許可を得たもの

である。また、調査の実施、データの記録・保存

については日本高等教育学会倫理規程の定めに従

I
D

出身
大学
種別

出身大学
所在地

卒業時期
（西暦）

勤務
先の
業種

職種 勤務地

Ａ 私立 中国･九州 2018年3月 ﾒﾃﾞｨｱ 記者・編集者 中国･九州
Ｂ 私立 中国･九州 2018年3月 不動産 販売類似 中国･九州
Ｃ 私立 中国･九州 2018年3月 運輸 接客・給仕 中国･九州
Ｄ 私立東北･北海道2018年3月 小売 商品販売 東北･北海道
Ｅ 私立 中国･九州 2018年3月 不動産 営業関連事務 中国･九州
Ｆ 私立東北･北海道2018年3月 公務 社会福祉 東北･北海道
Ｇ 私立東北･北海道2018年3月 飲食 接客・給仕 東北･北海道
Ｈ 私立 中国･九州 2018年3月 運輸 運輸事務 中国･九州
Ｉ 私立東北･北海道2018年3月 公務 記者・編集者 東北･北海道
Ｊ 私立 中国･九州 2018年3月 小売 商品販売 中国･九州
Ｋ 私立 中国･九州 2018年3月 小売 商品販売 関東
Ｌ 私立 中国･九州 2016年9月 IT 情報処理 中国･九州
Ｍ 私立 中国･九州 2019年3月 IT 機械検査 関東
Ｎ 公立 中国･九州 2018年3月 IT 記者・編集者 関東
Ｏ 公立 中国･九州 2018年3月 公務 その他専門的職業 国外
Ｐ 私立東北･北海道2016年3月 製造 生産設備制御 東北･北海道
Ｑ 私立東北･北海道2016年3月 建設 営業関連事務 東北･北海道
Ｒ 公立 中国･九州 2019年3月 ｴﾈﾙｷﾞｰ 営業 中国･九州
Ｓ 公立 中国･九州 2015年3月 運輸 一般事務 国外
Ｔ 公立 中国･九州 2019年3月 ﾒﾃﾞｨｱ 記者・編集者 中国･九州
Ｕ 公立 中国･九州 2013年3月 製造 一般事務 中国･九州
Ⅴ 私立 中国･九州 2019年3月 小売 商品販売 中国･九州
Ｗ 私立 中国･九州 2018年3月 ｻｰﾋﾞｽその他専門的職業 中国･九州
Ⅹ 私立 中国･九州 2019年3月 小売 商品販売 中国･九州
Ｙ 私立 中国･九州 2016年3月 公務 保安 中国･九州

表1　調査対象者の概要



― 80 ―

関西大学高等教育研究　第15号　2024年３月

っている。 
 
22..33..  文文字字テテキキスストトデデーータタのの分分析析手手順順  

 文字テキストデータの分析は佐藤（2008）に従っ

て行った。まず、文字テキストデータを読み込ん

だうえで帰納的なコーディングを行った。数行ご

とのまとまりに対して小見出しを付与する作業で

ある。たとえば、「〇〇学の講義が面白かった」、

「就職活動では〇〇の業種にエントリーしていた」

などである。次に、本稿の課題である大学の講義・

授業と現在の仕事との関係について言及されてい

るコードを対象として、焦点的コーディングを実

施した。「専門的な知識が役立つ」といった抽象度

の高い概念に置き換えることである。そのうえで、

縦軸に事例、横軸にコードを並べる「事例―コー

ド・マトリックス」という表を作成した。縦方向

の分析によって事例横断的な特徴を、横方向の分

析によって事例の個別性を明らかにすることが可

能となる。マス目には文字テキストデータをその

まま転記しているため、表は巨大なものになって

いる。そこで、要約版の「事例―コード・マトリ

ックス」を作成した。以下の表 2、表 3 は要約版

の表を 2分割したうえで、該当する項目がない行

を削除したものである。 
 テキストデータのまとまりに対して小見出しを

付与する方法はオープン・コーディングといわれ

るもので、質的研究法における基礎的な方法であ

る。サトウ（2019）によれば質的研究法は 2 つの

軸による分類が可能であり、最初の軸はその方法

が得意とする対象は調査対象者の経験を取り巻く

「構造」か、または経験の「過程」かというもの

である。次の軸はその方法が重視することは存在

を理解しようとする「実存性」か、現象の背後に

あるものを突き止めようとする「理念性」かであ

る。オープン・コーディングは「構造」かつ「実

存性」であるとされる。本論もまた、対象者の講

義・授業の経験に関係する「構造」に着目しつつ、

「実存性」という実際に経験されたことに関心を

持つものである。 
 

33..  現現在在のの仕仕事事にに役役立立っってていいるるとと認認識識さされれるる講講

義義・・授授業業  

33..11..  専専門門的的なな知知識識やや経経験験、、汎汎用用的的なな技技能能ににつついい

ててのの言言及及  

 表 2 は現在の仕事に役立っている「専門的な知

識」、「専門的な知識に基づいた経験」、「汎用的な

技能」と、役立っていない知識や技能を示したも

のである。マス目の中の角括弧は対象者によって

挙げられた講義・授業の具体的な名称を筆者が一

般的な名称に置き換えたものである。 
まず、役立つ「専門的な知識」の具体的な回答

例は次のようなものである。引用部分の冒頭のア

ルファベットは対象者のIDを示している。また、

個人や大学などが特定可能な表現を「〇〇」とい

う伏せ字に置き換えている。 
 
CC：：［［心心理理学学］］人人のの気気持持ちちをを考考ええるる。。人人のの気気持持ちち

ををわわかかるる（（略略））おお子子ささんんととかかががいいるる（（筆筆者者注注：：

子子どどもものの顧顧客客ががいいるる））ののでで、、接接すするる上上でで役役にに立立

っっててるるととここははあありりまますす。。  

  HH：：［［観観光光論論］］おお客客様様にに思思いいややりりををももっっててととかか、、

ホホテテルル関関係係ととかかののドドキキュュメメンンタタリリーーととかかをを見見

てて、、ここうういいううととこころろででおお客客様様のの気気持持ちちををくくみみ取取

っってて接接客客をを（（略略））働働くく前前にに知知らられれててよよかかっったた。。  

  SS：：［［ジジェェンンダダーー論論］］会会社社にに入入っっててすすごごいい感感じじるる

ここととががあありりままししてて、、ダダイイババーーシシテティィっってて今今ううたた

わわれれててるるじじゃゃなないいでですすかか。。ななんんでですすけけれれどどもも

（（略略））総総合合職職のの女女性性社社員員っってていいううののががままだだままだだ

少少ななくくてて（（略略））ジジェェンンダダーー論論ととししてて学学んんででききたた

ここととっってていいううののがが、、ママイイノノリリテティィががどどうういいううふふ

ううにに頑頑張張っっててききたたののかか、、どどうういいううふふううななかかたたちち

でで自自分分たたちちははややっってていいここううっってていいううふふううにに学学

んんででききたたののかかっってていいううののがが、、すすごごいい励励みみににななっっ

たたりり。。  

 
心理学、観光論、ジェンダー論といった人文系の

学部・学科で学ぶことのできる知識が言及されて

いる。その一方で、そうした知識が役に立たない

というものもある。 
 



― 81 ―

関西大学高等教育研究　第15号　2024年３月

 II：：学学芸芸員員のの資資格格のの勉勉強強ででああっったたりりととかか、、民民族族のの

歴歴史史のの授授業業ででああっったたりりととかかはは（（略略））役役にに立立つつのの

はは難難ししいいととはは思思うう。 
 
専門的な公的資格や、歴史に関する知識そのもの

を役立たせるのは難しいという。また、「専門的な

知識」そのものではなく、「専門的な知識に基づい

た経験」が役立つという指摘がある。 
 
CC：：［［哲哲学学］］会会社社ののミミーーテティィンンググでで役役立立っっててるるとと

ID 専門的な知識が役立つ
専門的な知識が役立
たない

専門的な知識に基づいた経
験が役立つ

汎用的な技能が役立つ
汎用的な技能が役立た
ない

A

［PC操作］WordやExcel　［ラ
イティング］まとめ方、引用・参考
文献の書き方　［講義・授業を特
定しない］情報の探し方、引用の
仕方

B
［PC操作］基本的なWordや
Excel　［キャリア教育］在学中
の社会人の方と接する機会

C

［心理学］人の気持ちを考え
る、人の気持ちをわかる

［哲学］自分の意見を人に伝
える

［外国語］突発的に英語で会話
する　［ライティング］書類を書く、
社外の人にメールする　［マナー
教育］お辞儀の仕方、言葉遣い

D
［コミュニケーション論］接客
のときに相手に伝える方法

E
［司書］情報検索の方法、論
文収集

［PC操作］Excel、Photoshop
とIllustrator　［マナー教育］ビ
ジネスマナー

F
［教育学］発達障がいの知識 　 ［PC操作］もともと知っ

ていたことの復習
G ［PC操作］Excelの表の作り方

H
［観光論］顧客の気持ちをく
み取る

I
［学芸員］学芸員の資
格

［哲学］無理矢理にでも読む
機会

［日本語論］日本語の使い方、言
葉の使い方　［キャリア教育］基
本的な礼儀

［PC操作］私の業務とし
ては使わない

J
［PC操作］ExcelやWord　［マ
ナー教育］卒業後にマナーを教
えられることはない

K
［心理学］後輩の指導をする
とき、顧客と関わるとき

L
［心理学］一歩引いた考え方
をする

［PC操作］基礎教養でのExcel

M

［心理学］ファシリテーターの
実践

［PC操作］Wordの見出しや目
次　［基礎ゼミナール］仕事の中
でゼロから手順書の作成　［キャ
リア教育］自分のキャリアを考え
る機会

N

［教育心理学］モチベーショ
ンを管理する　［組織行動
論］組織を成り立たせてる理
由を考える

O
［文化人類学］異文化理解
［異文化コミュニケーション
論］ノンバーバルの国民性

P
［心理学］ヒューマンエラーに
ついて

［PC操作］Ruby、プログラミン
グ

Q
［インターンシップ］地方での気
付き　［地域志向科目］聞き書き
の経験

R
［PC操作］単位が取れれ
ばよいだけだった

S
［地域研究］異なる文化の中
での共存　［ジェンダー論］組
織の中でのダイバーシティ

U
［講義・授業を特定しない］レ
ジュメを作ってプレゼンする

V
専門知識な知識を仕
事で使うことはない

W
［教育学］障がい児保育
［心理学］人格形成の5領域

X
［PC操作］実践的な
Excelの活用方法ではな
かった

Y
［教育学］発達障がいの知識
［教育心理学］教育心理学を
前提とする業務

表2　専門的な知識や経験と汎用的な技能



― 82 ―

関西大学高等教育研究　第15号　2024年３月

思思うう。。内内容容ははぜぜんんぜぜんん違違ううににししろろ、、自自分分のの意意見見

をを人人にに伝伝ええるるみみたたいいなな面面ででははわわかかりりややすすくく。。哲哲

学学ととかかっってて難難ししいいののでで、、わわかかりりややすすくくここううどどうう

ややっってて伝伝ええるるかかっってていいううののはは今今もも役役にに立立っってて

まますす。。  

 DD：：［［ココミミュュニニケケーーシショョンン論論］］印印象象的的だだっったたののはは

〇〇〇〇論論とといいうう日日本本語語のの授授業業（（略略））そそれれままでで私私がが

伝伝わわっってていいるるとと思思っってていいたたここととがが相相手手にに伝伝わわ

っっててななかかっったたりりっってていいううののがが顕顕著著ににわわかかっったた

ののでで、、そそののよよううなな点点でで今今もも接接客客ののととききにに生生かかしし

てて（（略略））先先生生がが、、ここうういいううよよううなな点点ををささららにに突突

きき詰詰めめてていいけけばば相相手手ににもも伝伝わわるる可可能能性性がが高高くく

ななるるよよっってていいうう話話でで。。  

  EE：：［［司司書書］］検検索索すするる勉勉強強ががああっったたんんでですすねね。。そそ

れれはは役役にに立立っっててるる（（略略））半半角角横横棒棒入入れれてて、、文文字字

をを入入れれたたらら、、そそここのの何何てていいううんんだだろろうう。。横横文文字字

ののああととののももののはは検検索索結結果果にに含含ままれれなないいよよううにに

すするる（（略略））売売りり上上げげををああげげるるたためめのの戦戦略略立立ててでで、、

いいろろんんなな人人たたちちのの論論文文をを見見てて勉勉強強ししたたほほううがが

いいいいっってて上上司司にに言言わわれれてて。。そそうういいええばば、、そそんんなな

機機能能がが国国会会図図書書館館ののホホーームムペペーージジににああっったたなな

ととかか 
 
哲学の講義でテキストを読解して理解したことを

教員や他の大学生に対して説明したり、コミュニ

ケーション論の講義において対話で生じる齟齬を

実際に体験したりすることが役立っているとする。

また、司書についての学習で書籍や論文を検索す

る具体的な方法についての経験が現在の仕事に生

きているという。 
次に、役に立つ「汎用的な技能」として、PC 操

作、マナー教育、キャリア教育、ライティングを

挙げる対象者が複数いた。 
 
BB：：［［PPCC操操作作］］基基本本的的ななややつつででもも入入っっててかからら（（筆筆

者者注注：：就就職職ししててかからら））手手探探りりででややっっててたたらら、、そそ

ここにに時時間間取取らられれてて、、ももっっとと覚覚ええなないいとといいけけなないい

仕仕事事ががででききなないいとと思思ううんんでですすよよねね。。大大学学のの間間にに

WWoorrdd ととかか EExxcceell ととかかををああるる程程度度ささわわれれててたたんん

でで、、そそここででつつままずずかかずずににででききたた。。  

CC：：［［ラライイテティィンンググ］］日日本本語語のの授授業業ででレレポポーートトとと

かか、、ここのの本本をを読読んんででままととめめててききななささいい（（略略））提提

出出ししてて、、添添削削さされれてて、、結結構構厳厳ししいい先先生生だだっったたのの

でで、、みみんんななのの前前でで、、ここのの人人ののレレポポーートトははここここがが

悪悪いいみみたたいいななののをを見見せせらられれたたりり（（略略））すすごごいい役役

立立っっててまますす。。書書類類ととかか書書くくここととももすすごごいいああるるんん

でで、、フフォォンントトのの使使いい方方ととかか、、段段落落のの分分けけ方方ととかか

（（略略））ああととメメーールルととかか。。社社外外のの人人ににメメーールルししたた

りりししたたととききととかかもも。。  

  JJ：：［［ママナナーー教教育育］］ここのの講講座座ががままああ 33 年年かか 44 年年ぐぐ

ららいいでで、、だだいいたたいい大大学学 11 年年かか 22 年年ぐぐららいいかからら自自

分分のの中中でで再再びび行行ききたたいいとといいううここととははああっったたのの

でで（（筆筆者者注注：：11 年年生生とと 22 年年生生でで履履修修ししたたもものののの

高高年年次次ににななっっててもも再再度度履履修修ししたたかかっったたとといいうう

意意味味））、、すすごごくくママナナーーののここととににつついいてて勉勉強強ししたた

いいっってていいううここととはは強強くくああっったたんんでですす。。（（略略））（（今今

のの仕仕事事ににもも役役立立っっててまますすよよねね？？））そそううでですすねね

（（略略））大大学学をを卒卒業業ししてて、、ママナナーーをを教教ええらられれるるっっ

ててここととははああんんままりりなないいののでで。。  
  MM：：［［キキャャリリアア教教育育］］自自分分のの今今後後ののキキャャリリアアをを考考

ええてていいくく、、終終身身雇雇用用がが当当たたりり前前じじゃゃななくくななっったた

ののでで（（略略））自自分分ののキキャャリリアアをを考考ええるる機機会会だだっったた

ののでで、、すすごごくく役役にに立立っっててるる。。  

  QQ：：［［地地域域志志向向科科目目］］「「聞聞きき書書きき」」ししたたんんでですすけけれれ

どどもも、、〇〇〇〇ととかか〇〇〇〇ににいいるる人人のの面面白白ささだだととかか、、

大大人人とと深深くくかかかかわわるるここととにに、、そそうういいうう経経験験ににつつ

ななががっったたののでで、、そそれれははややっっぱぱりり県県外外出出身身だだしし

（（略略））おお客客様様ととおお話話ししししたたととききにに、、ああ、、何何かか聞聞

いいたたここととああるるととかか、、そそれれだだけけででももだだいいぶぶ違違っったた

りりももししまますす。。  

 
PC 操作については 8人が言及している。Word や

Excel を実際に使ったことが重要であるとする。

また、ライティングやマナー教育なども直接的に

仕事につながる経験として説明されている。他方

で、PC 操作に関する講義・授業について、基本的

なことなので仕事には役立っていないという回答

もある。 
 
XX：：［［PPCC操操作作］］11 年年生生ののとときき、、たたぶぶんん、、ささわわりり（（筆筆
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者者注注：：大大学学にに入入学学ししててままももなないい頃頃とといいうう意意味味））

ででパパソソココンンのの授授業業ががああっっててEExxcceellのの授授業業ももああっっ

たたとと思思ううんんでですすけけどど（（略略））そそうういいっったたささわわりりでで

ししかか EExxcceell をを習習っっててなないいかからら、、実実践践的的なな EExxcceell

のの活活用用方方法法みみたたいいなな感感じじでではは学学びびたたかかっったた。。  

 
学習者のそれまでの習熟の程度によっては、PC操

作に意義を見出せないのである。 
 
33..22..  実実際際のの経経験験をを重重視視すするる講講義義・・授授業業ににつついいててのの

言言及及  

 表 3 は仕事に役立っている講義・授業として指

摘される実際の経験が重視されるものを示したも

のである。「フィールドワークの経験」、「グループ

ワークの経験」、「実習の経験」、「卒業論文・ゼミ

レポートの経験」、「ゼミナールの経験」として焦

点的コーディングが行われた。 
 「フィールドワークの経験」は次のようなもの

である。 
 
DD：：歩歩行行者者のの飛飛びび出出しし防防止止ををどどううににかか防防ぐぐ方方法法

ははなないいかか（（略略））朝朝とと昼昼ででここんんななにに危危険険だだとと思思うう

場場所所がが違違ううっってていいううののをを実実際際にに調調査査（（略略））ここうう

いいううととこころろににポポススタターーななどどをを貼貼っってて防防止止をを呼呼

びびかかけけたたほほううががいいいいんんじじゃゃなないいかかっってていいううここ

ととででままととめめてて（（略略））皆皆ささんんにに伝伝わわるるよよううなな表表現現

方方法法ででププロロジジェェククトトををままととめめてて発発表表ししててたたのの

ででいいききててるる。。  

  GG：：フフィィーールルドドワワーーククとといいいいまますすかか、、大大学学ののほほうう

でで毎毎年年提提携携ししててるる中中国国のの大大学学ががあありりままししてて、、そそ

ちちららののほほううにに毎毎年年、、日日本本語語をを教教ええるるたためめにに学学生生

をを派派遣遣（（略略））人人ととココミミュュニニケケーーシショョンンをを取取るるっっ

てていいうう面面でではは結結構構役役立立っってていいるる面面ははあありりまますす

ねね（（略略））自自分分のの考考ええてていいるるここととととかか、、人人かからら聞聞

いいたたここととををままととめめてて誰誰かかにに伝伝わわるるよよううににししてて、、

ままととめめてて文文書書ににすするるっってていいうう点点（（略略））今今ののおお店店

でで従従業業員員のの方方にに伝伝ええるるっってていいうう点点でではは参参考考にに

ははななっってていいまますす。。  

 
実際に街を歩いて歩行者にとって危険な場所を探

したうえで注意喚起を行う方法を考えたり、中国

の大学へ派遣されて日本語の講義の補助をしなが

ら国籍の異なる大学生同士のコミュニケーション

の方法について考えたりしたことが有益であった

という。 
次に、「グループワークの経験」について以下の

ようなことが挙げられる。 
 
PP：：チチーームム分分けけさされれてて、、そそれれぞぞれれでで作作っったたププロロググ

ララミミンンググのの発発表表ををししてて、、賞賞でですすととかかをを決決めめてていい

くく大大会会ががああっってて、、そそれれでで優優勝勝をを 22 回回ほほどど頂頂いいたた

んんでですす（（略略））そそうういいううププレレゼゼンンっってていいううののはは苦苦

手手じじゃゃななくくてて、、むむししろろししたたいいななっってて思思っっててたたんん

でで、、結結構構そそれれがが裏裏づづけけさされれたた体体験験ににななっったたなな。。  

 WW：：学学生生同同士士ででテテーーママとといいううかか、、子子どどももたたちちのの〇〇

〇〇のの、、たたととええばばククリリススママススななららククリリススママススっってて

いいうう、、〇〇〇〇ででややるるククリリススママススみみたたいいなな感感じじでで、、

学学生生たたちちででググルルーーププをを作作っってて何何かか発発表表ををすするる

みみたたいいなな授授業業ががああっったたんんでですす。。  

 
グループで何かしらのテーマに沿って活動をする

という経験が役に立っているとする。後述するゼ

ミナールとも似た経験であると考えられる。 
そして、「実習の経験」は次に示すとおりである。 

 
BB：：イインンタタビビュューー調調査査ををししてて授授業業ででそそれれももややっっ

たたんんでですすけけどど、、テテーーププ起起ここししををししててっってていいううのの

もも、、全全部部「「わわーーっっ」」ててややっったたんんでで（（略略））今今はは録録

音音ししててままででややららなないいとといいけけなないい仕仕事事っってていいうう

ののははなないいんんでですすけけどど、、オオーーナナーーがが話話ししてててて必必要要

ななもものの、、そそのの場場でで書書いいててととかか瞬瞬時時ににすするるわわけけじじ

ゃゃなないいでですすけけどど。。  

  FF：：発発掘掘がが終終わわっってて夜夜ごご飯飯食食べべてて、、そそのの後後ににミミーー

テティィンンググががああるるんんでですすけけどど、、何何班班かかにに分分かかれれてて

掘掘っっててるるののでで、、掘掘っっててるる場場所所ごごととににそそのの日日のの報報

告告とと、、次次のの展展望望をを全全部部整整理理ししてて報報告告（（略略））図図面面

ととかかもも起起ここししたたりりししてて。。そそうういいううととこころろはは今今もも

会会議議ああるるんんでですすけけどど、、新新規規のの申申請請ととかかのの会会議議にに

もも似似ててるるかかなな。。  
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社会調査の実習、考古学の発掘実習に対して現在

従事している仕事との共通点が見い出されたうえ

で、それらの経験に対して意義が見い出されてい

る。 
 また、「卒業論文・ゼミレポートの経験」や「ゼ

ミナールの経験」については次のように語られる。 
 
MM：：仕仕様様書書、、手手順順書書（（略略））流流れれやや構構成成にに関関ししててはは、、

先先生生方方ににごご指指導導受受けけててててよよかかっったたなな（（筆筆者者注注：：

仕仕事事ででのの仕仕様様書書やや手手順順書書のの作作成成ががゼゼミミナナーールル

でで指指導導さされれたた論論文文のの書書きき方方にに似似てていいるる））（（略略））ゼゼ

ミミのの際際にに 33、、44 年年生生はは、、フフォォーーママッットトがが違違っったた

ららそそのの場場でで指指摘摘ししてていいたただだいいてて、、内内容容にに関関ししてて

ははゼゼミミ生生ととかかがが深深掘掘りりししてていいくく（（略略））（（仕仕事事にに役役

立立っっててたたりりししまますす？？））ややりり遂遂げげるるっってていいっったたとと

こころろ（（略略））仕仕事事がが私私ははゼゼロロかからら始始ままっったたののでで、、

わわかかららなないいここととがが多多くくっってて（（略略））ままずずはは自自分分でで

調調べべてて、、どどここままででわわかかっってて、、何何ががわわかかららななくくてて、、

どどここでで迷迷っっててるるののかかままでではは自自分分ででままずずはは調調べべ

てていいくく。。でで、、質質問問すするるっっててととこころろはは卒卒業業論論文文でで

得得たたススキキルル。。  

  NN：：哲哲学学のの文文献献をを輪輪読読とといいううかか、、ゼゼミミのの内内容容ががそそ

うういいっったたももののだだっったたんんでですすねね。。輪輪読読をを 22 時時間間、、

33 時時間間かかけけてて、、22、、33 ペペーージジをを読読むむみみたたいいなな（（略略））

今今かかななりりテテキキスストトココミミュュニニケケーーシショョンンがが多多いい

んんでですすよよ、、仕仕事事っってて。。そそれれここそそリリモモーートトワワーークク

ななんんでで、、ほほぼぼほほぼぼSSllaacckk ででややりり取取りりししてて、、チチャャ

ッットトツツーールルででややりり取取りりししててまますすしし。。そそうういいっったた

意意味味でで、、例例ええばば上上司司がが言言っっててるる指指示示をを的的確確にに捉捉

ええるるみみたたいいななととこころろでで。。  

ID
フィールドワークの経
験が役立つ

グループワークの経
験が役立つ

実習の経験が役立つ
卒業論文・ゼミレポー
トの経験が役立つ

ゼミナールの経験が
役立つ

ゼミナールの経験が
役立たない

A 質的調査の実施

B
インタビュー調査と
テープ起こし

順序立てて仕事を進
める

D
歩行者の飛び出しを
防ぐためのプロジェ
クト

F
発掘調査とその後の
ミーティング

根気の必要性を理解
する

活字を読むことが嫌
いではなくなる

G
中国の大学に滞在し
ての日本語教育活動

博物館実習でのレイ
アウト立案

J
焦点を絞ってアン
ケート調査を行う

K
社会人としての知識
を得る方法の理解

L 批判的に文章を読む

M
仕様書、手順書の流
れや構成を考える

N 目次や構成を決める
テキストによるコミュ
ニケーションを行う

O
自分の周りの人間の
年配の人へ話しを聞
く経験

書き方が細かく決
まっている文章を作
成する

P
チームで参加するプ
ログラミング大会

自分の考えを客観的
に構成して、多角的
に検討する

Q
町家を探して、スケッ
チをしたりする経験

寺院宿泊
民間の仕事の重要性
を知る

R
専門的すぎるので、
仕事には関係ない

T
興味のあるテーマだ
けど仕事に関係ない

U
文章を読んでプレゼ
ンテーションを行う

V
一般のコミュニケー
ションでが伝えにくい
ことを言う

W
子ども向けのクリスマ
ス企画

現場で働く先生との
声を聞く実習

仕事とは関係はない

X
年上と話す機会のあ
る実習

Y
子どもを預かる施設
への訪問

テーマに対して自ら
考える

表3　実際の経験が重視されるもの
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ゼミナールでの卒業論文の指導が現在の仕事で作

成する文章に対して役立つという。また、ゼミナ

ールにおける言葉を精緻に使うディスカッション

の経験が、文章をやり取りする仕事に生きている

というのである。 
 しかし、「ゼミナールの経験」が役に立つわけで

はないという主張もある。 
 
WW：：（（卒卒論論ととかかゼゼミミっってていいううののはは今今のの仕仕事事をを進進めめ

るるううええででどどううででししょょうう？？関関係係あありりまますすかかねね？？））

ままああ、、仕仕事事自自体体ととははそそここままでで関関係係ははなないいとと思思いい

まますすけけどど。。  

 
33..33..  すすべべててがが役役にに立立っってていいなないいとといいうう主主張張  

 以上の表には現れないものの、対象者25 名中 2
名の語りの一部は「すべての講義・授業が仕事に

対して役に立っていない」と焦点的コーディング

された。何も役立たないというものであり、具体

例は以下である。 
 
RR：：大大学学のの授授業業ととかか学学んんだだここととがが、、実実際際にに役役にに立立

っっててるるかかとといいううこことと、、正正直直言言ううとと深深くくかかかかわわりり

ががなないいののでで。。そそんんななにに関関係係なないいかかななとと思思いいまますす。。

私私自自身身、、〇〇〇〇とといいうう専専攻攻でで。。  

  TT：：ままっったたくく何何がが今今、、役役にに立立つつんんだだろろううっってていいうう

（（略略））（（〇〇〇〇ののゼゼミミでですすよよねね？？））（（略略））配配属属さされれ

ててすすぐぐののととこころろがが〇〇〇〇ななんんでで、、ももううままっったたくく関関

係係なないい。。  

 
対象者Rは表2に示すようにPC操作についても

否定的であり、また、対象者Ｒ、Ｔともに表 3 の

とおりゼミナールの経験も仕事には関係ないとし

ている。 
 
44..  考考察察とと課課題題  

44..11..  大大学学外外部部ににおおけけるる現現実実のの状状況況にに似似てていいるる経経

験験  

 表 2 のうち「専門的な知識に基づいた経験」、

「汎用的な技能」ではいずれも対象者が知識を得

るだけではなく、何かしらの具体的な行動につい

て言及するものがあった。得られた知識を他者へ

伝える、PCを使って作業する、レポートを執筆し

てフィードバックを受ける、他者の話を聞いて内

容を書き留めるなどの行動が挙げられていた。表

3 の「フィールドワークの経験」、「グループワー

クの経験」、「実習の経験」についても同様に行動

が語られている。従来、人文系のみならず社会科

学系でも重要とされてきた「卒業論文・ゼミレポ

ートの経験」や「ゼミナールの経験」に関する言

及も、そこでの行動について説明されている。自

らわからないことについて調べたうえで他者へ質

問したり、輪読をすることで理解を深めたりする

経験が挙げられていた。現在の仕事と過去の学習

との関係性についての認識は、成長の契機になっ

たと認識している自らの行動を伴う経験を手掛か

りとして説明されているのである。 
 実際の行動について言及される理由は、教室で

知識を伝達されることよりも印象深く記憶に残っ

ているからということに留まらない。その理由を

解釈できる枠組みとして 2つのものが挙げられる。

まず 1 つは「真正の評価」論である。筆記試験に

合格するためではなく、「現実の状況を模写したり

シミュレーションしたりしながら評価することの

重要性」を強調して、思考力、判断力、創造性な

どを養うことを学習の目的に据えて評価を行うと

いうものである（西岡、2015: 10）。これまで主と

して初等中等教育を対象とした教育目標評価論で

検討されてきた「真正の評価」では、教育機関の

外部で生じる現実の状況に即した課題が設定され

る。既述の対象者によって挙げられている PC 操

作やマナー教育といった「汎用的な技能」、歩行者

の飛び出し防止プロジェクトのような「フィール

ドワークの経験」、プログラミング大会参加に関す

る「グループワークの経験」などは、現実の課題

そのものか、実際の課題を模した状況が設定され

ている。「ゼミナールの経験」として挙げられてい

るコミュニケーションや文章執筆もまた職場の状

況に似たものである。必ずしも教員が意図したわ

けではなくとも、学習者が与えられた課題を「真

正の評価」が行われるものであると捉えて理解を
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深めたということが、その学習が自らにとって有

意義なものであったという実感を強めると考えら

れる。 
 
44..22..  経経験験をを通通じじててのの学学習習  

 もう1つが民間企業の経営実践の場で受容され

てきた「経験学習」論である 3。長岡（2006: 80-
4）によれば、D. Kolb によって提唱された「経験

学習」4は知識の習得や応用を学習とはみなさない

からこそ経営実践の場で着目されたという。学習

者はその後に役立つようなエピソード的経験を積

み（経験のステージ）、後になって実践を振り返っ

てエピソードを抽出し（省察のステージ）、エピソ

ードから独自の知見を作り出し（概念化のステー

ジ）、それを依拠して現場で直面した状況を乗り越

える（実践のステージ）。この繰り返しが「経験学

習」のモデルである。中原（2013）は「経験学習」

論を踏まえつつ、経営の実践のためには M. 
McCall の「量子力学的な跳躍（Quantum leap 
experience）」5、すなわち、仕事で飛躍的に成長し

たできごとや、金井寿宏が指摘する成長経験の物

語が重要であるという 6。いずれも経営学の実証

的な研究として企業の経営者や中間管理職を対象

とした聞き取り調査を通じてリーダーシップ開発

における典型的な経験を明らかにしたものである。

これらの経営学の研究は教員が生徒、大学生へ一

方的に知識を授けているように見える学校教育・

大学教育や、そこで学習する若者を対置するもの

である。たとえば、松尾（2006）は民間企業で働

く 10 年目以降の従業員を若手従業員との比較の

うえで考察したり、中原編（2012）はその関心を

民間企業の管理職層に向けていたりする。働く経

験を通じて学習を進めるということは、学校教育・

大学教育とは異なるものと想定されているのであ

る。 
 しかしながら、「経験学習」論や仕事のうえで飛

躍的に成長したできごとへの着目は本稿に対して

示唆的である。人文系学部・学科における学習経

験を経営学で進められてきた理論枠組みで解釈を

試みることは一見すると平仄の合わないことであ

るとはいえ、聞き取り調査から得られた内容を理

解する糸口となる。フィールドワーク、グループ

ワーク、実習、卒業論文、ゼミナールは仕事の現

場とは異なって教員による教育的意図に基づいて

行われる営みであり、その中には「真正の評価」

の対象となる課題も含まれている。しかしながら

同時に、学習者にとってはそうした直接的な教育

的意図とは異なる位置づけでそれらの経験を通じ

た学習を 2つの時間的間隔の中で行っていると考

えられる 7。1 つは在学時の学習中である。友だち

ではないまったくの他者の話を聞いて文章にまと

める、筋道を立てたり事前に定められたフォーマ

ットに対して成型したりしながらレポートや論文

を書く、集団でディスカッションして試行錯誤を

繰り返しながら作業を進める、文章読解のような

苦手だった学習へ他者の力を借りながら取り組む、

状況に応じて普段では言い難いことであっても勇

気を出して発言する、こうした個々の行動を伴う

経験を通じて学習を進めている。もう 1つは、在

学時の学習から現在の仕事に至るまでの中長期的

な時間の中で行われていることである。大学での

フィールドワークやゼミナールなどが経験のステ

ージであり、そこでは新しいことに取り組んだり、

失敗を怖がらないで行動したりしている。そして、

大学卒業後の現在まで従事している日々の仕事の

中で難しい状況に陥ったり、得意ではないことを

したりするときに、大学生の頃の行動を伴う経験

を捉え直す省察、自分なりの仕事の進め方に応用

する概念化、それを仕事の場面で実際に試してみ

る実践を進めているとも捉えられるのである。 
 
44..33..  残残さされれたた課課題題 

 本稿の問いは地方私立大学、公立大学の人文系

学部・学科を卒業した若者による仕事に役立つと

感じられる大学での学習経験の特徴を明らかにす

ることであった。人文学の研究や教育は「非テク

ネー型」であるのだとしても、人文系学部・学科

における個々の学習者はそれとは異なる価値を見

出していることがある。心理学などの専門的な知

識が役立つということに加えて、専門的な知識を
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ふまえた経験、汎用的な技能、そして、実習やゼ

ミナールなどの経験、とりわけ自らが行動した経

験が役立っていると認識されていた。他方で、専

門的な知識やゼミナールが役立つわけではない、

そもそもすべての講義や授業が役立っていないと

回答される場合もあった。 
 残された課題は次のとおりである。まず、「真正

の評価」論の対象は人文系学部・学科だけではな

い。理系や社会科学系学部・学科における現実の

課題に取り組むような講義・授業の経験について

も検討したうえで、それらとの比較が必要である。

次に、これまで対象を主として組織で働く社会人

としてきた「経験学習」論を大学における講義・

授業の枠組みとして用いる方法についての具体的

な検討である。たとえば、経験、省察、概念化、

実践という 4つのステージはあくまでもモデルで

あるため、必ずしもすべての学習の現実がそれに

沿って進行するというわけではない。「経験学習」

論の研究蓄積をふまえたうえでの大学教育の捉え

直しが行われなければならない。最後に、地方私

立大学、公立大学を対象としたことについてであ

る。調査では対象者Qのみが地域志向科目に言及

したうえで、その地方の良さについて知ることが

できたとしている。地方での人文系の学習経験に

対する主観的な職業的意義の一端を明らかにした

とはいえ、地方固有の大学生にとっての経験を析

出できているわけではない。地方に生きる若者の

ライフコースについての包括的な研究との接続を

図っていくことが課題である。 
  
註註  
1 地方において他の産業よりも年収が高く、待遇

が景気の波にあまり左右されないとされる公務の

職は魅力的なものであると想定される。 
2 質問項目は 2019 年に実施した人文系学部・学

科卒業後5年目の方3名を対象とする予備調査の

結果をふまえて作成した。なお、回答を誘導する

ことを避けるために「役立つ知識を得た授業は何

か」という直接的な質問は行っていない。 
3 岩崎他（2016）は小学生以来の大学生の学習方

法、読書、習い事、困難や挫折、夏休みの過ごし

方、人間関係などの経験を総じて「経験資本」と

いう概念で捉えている．しかし、「経験資本」は様々

な経験を含む概念であるため、本稿では経験のう

ち学習に焦点を絞ることとする。 
4 「経験学習論」についてはKolb（1984）で詳述

されている。 
5 「量子力学的な跳躍」についてはMcCall et al.
（1988）が詳しい。 
6 金井による研究は「一皮むけた経験」（金井、

2002）という語彙によって、ビジネスの実践の分

野で知られているものである。自己が認識してい

る能力に比べて目標が過大であるような困難な状

況を克服することによって、職業人として成長す

るというパターンを示すものである。 
7 小山（2017）では職場における経験学習と在学

中のレポートに関する学習経験に関連があるとさ

れる。 
 
参参考考文文献献  
濱中淳子（2013）『検証・学歴の効用』勁草書

房． 
広田照幸（2019）『大学論を組み替える―新たな

議論のために』名古屋大学出版会． 
本田由紀（2018）「人文社会科学系大学教育は

『役に立たない』のか」本田由紀編著『文系大

学教育は仕事の役に立つのか―職業的レリバン

スの検討』，pp. 1-20．ナカニシヤ出版． 
岩崎久美子・下村英雄・柳澤文敬・伊藤素江・村

田維沙・堀一輝（2016）『経験資本と学習―首
都圏大学生 949 人の大規模調査結果』明石書

店． 
金井壽宏（2002）『仕事で「一皮むける」―関経

連「一皮むけた経験」に学ぶ』光文社． 
加藤真紀・喜始照宣（2019）『グローバルに問わ

れる日本の大学教育成果』東信堂． 
川端浩平・安藤丈将編（2018）『サイレント・マ

ジョリティとは誰か―フィールドから学ぶ地域

社会学』ナカニシヤ出版． 



― 88 ―

関西大学高等教育研究　第15号　2024年３月

Kolb, D. A. （1984）. Experiential Learning: 
Experience as the Source of Learning and 
Development, Prentice Hall. 

小山治（2017）「大学時代のレポートに関する学

習経験は職場における経験学習を促進するのか

―社会科学分野の大卒就業者に対するインター

ネットモニター調査」『高等教育研究』20，
199-218． 

轡田竜蔵（2017）『地方暮らしの幸福と若者』勁

草書房． 
松尾睦（2006）『経験からの学習―プロフェッシ

ョナルへの成長プロセス』同文舘出版． 
文部科学省大臣官房調査統計課編（2018）『平成

30 年度 学校基本調査報告書―高等教育機

関』． 
長岡健（2006）「学習モデル―学び方で効果は変

わるか」中原淳編著『企業内人材育成入門』，

pp. 63-108． ダイヤモンド社． 
中原淳編（2012）『職場学習の探求―企業人の成

長を考える実証研究』生産性出版． 
中原淳（2013）「経験学習の理論的系譜と研究動

向」『日本労働研究雑誌』639， 4-14． 
日本学術会議（2012）『大学教育の分野別質保証

のための教育課程編成上の参照基準―言語・文

学分野』． 
日本学術会議（2014）『大学教育の分野別質保証

のための教育課程編成上の参照基準―歴史学分

野』． 
日本学術会議（2016）『大学教育の分野別質保証

のための教育課程編成上の参照基準―哲学分

野』． 
二宮祐（2018）「学生時代の学習経験を顧みる―
聞き取り調査の結果から」本田由紀編著『文系

大学教育は仕事の役に立つのか―職業的レリバ

ンスの検討』，pp. 125-150．ナカニシヤ出版． 
二宮祐（2020）「大学で経験した授業の職業的意

義―社会人第 2 回調査の結果から」『エンロー

ルメント・マネジメントと IR』1，98-111． 
西岡加名恵（2015）「教育評価とは何か」西岡加

名恵・石井英真・田中耕治編著『新しい教育評

価入門―人を育てる評価のために』，pp. 1-22．
有斐閣． 

McCall, M.W., Lombardo, M.M. and Morrison, 
A.M. (1988). The Lessons of Experience: How 
Successful Executives Develop on the Job, 
Free Press, New York. 

佐藤郁哉（2008）『質的データ分析法―原理・方

法・実践』新曜社． 
サトウタツヤ（2019）「質的研究法を理解する枠

組みの提案」サトウタツヤ・春日秀朗・神崎真

実編著『質的研究法マッピング―特徴をつか

み、活用するために』，pp. 1-8．新曜社． 
東京大学大学院教育学研究科大学経営・政策研究

センター（2007）『全国大学生調査』

（http://ump.p.u-tokyo.ac.jp/crump/cat77/ 
cat82/post-4.html）（2023 年 10 月 1 日） 

渡名喜庸哲（2018）「日本の人文―社会―学の危

機と哲学」福井憲彦編著『対立する国家と学問

―危機に立ち向かう人文社会科学』，pp. 129-
173．勉誠出版． 

山口裕之（2017）『「大学改革」という病―学問の

自由・財政基盤・競争主義から検証する』明石

書店． 
吉見俊哉（2020）『大学という理念―絶望のその

先へ』東京大学出版会． 
Waller, W. (1932). The Sociology of Teaching, 

New York: John Wiley & Sons Inc. W・ウォー

ラー 石山脩平・橋爪貞雄訳（1957）『学校集

団―その構造と指導の生態』明治図書． 
 
謝謝辞辞  
聞き取り調査にご協力頂いた皆さまへ感謝申し

上げます。 
 本研究は公益財団法人カシオ科学振興財団の研

究助成（第 37 回（令和元年度））を受けたもの

です。 
 


